










しての科挙制度に注目し、度々の現地碑刻調査の成果をふまえつつ、初めて 10 世紀から 14
世紀の華北社会士人層の変遷を通時的に描き出した論考である。 


















し、10～13 世紀の儒学習得のもう一つの特色を述べる。第 2 部最後の第 7 章では、政府機
構における地方吏員から中央官庁への昇遷の実情を詳細に分析した。これは次のモンゴル
時代との比較によってその歴史的意義がさらに明確になる部分である。 
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